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【講演概要】
日本海西部、島根県から兵庫県にかけての我が国EEZ内において、ズワイガニ等の底魚資源

は主に沖合底びき網で漁獲されています。しかし、これらの漁場では投廃棄されたり、放置された

り、さらには違法に設置された漁具（底刺網やかご漁具）が後を絶たず、底びき網漁業の大きな妨

げとなっています。また、日本海日韓北部暫定水域では、外国漁船による海底設置型の漁具が

数多く常在しているため、暫定水域内における漁場（浜田沖や隠岐諸島北方の海域）から我が国

の底びき網漁船は事実上閉め出されているのが現状です。

資源を管理するためには減耗量の把握は必要不可欠です。しかし、困ったことに、暫定水域内

の外国漁船による漁獲量の報告は無く、現在どれほどの資源が毎年減耗しているのか把握する
手段がありません。そこで、本研究では暫定水域の減耗量を試算するための前段階として、まず

は暫定水域境界線上の減耗量の試算を試みました。減耗量は、設置されている漁具の量と単位

漁具当たりの漁獲能力から試算します。漁具の設置量はサイドスキャンソナー（図1）という音響

調査機器を用いて調査しました。単位漁具当たりの漁獲能力については実際に漁具を回収し、罹

網生物（図2）を集計しました。今回はサイドスキャンソナーによる漁具調査から減耗量の試算に

ついて簡単に紹介致します。

図1 サイドスキャンソナー
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図2 回収した漁具（底刺網）と
罹網していたズワイガニ


